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名Ill■Jぷ直交通ん－1先iiミの地下鉄6号線高岳駅Ⅰ二「ヰL事においては，工区を縦断する共同溝  

のI在卜に駅を築造するため共同溝をあらかじめ受防護する必要があった。共同溝の変位を  

最小にとどめる＝去を検討決定し，事前に計算しておいた予測変位と，施工中の計測変位  

を比較しつつ受l坊躇ー二を施】二し，無事F］標管理値内で施工できた。   
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§7．まとめ  

§1．まえがき  

木l二車は，名吉尾車高速度鉄道6号線地下鉄工事の内，  

高伍駅を築造するものである。本十区内には全長約220  

mに渡って共同溝がある（Fig．1，Fig．2）。溝内の4洞  

道内には，ガスのみ未設帯であるが，上二水・電気・電話  

が布設供川されており，共同溝の安全な受防護を施1二す  

る■巨カす本1二【甚の最重要事項であった。   

施l二に先、1二ち，最も一夏全と考えられる施工方法を検討  

し，その変位∵症坊のr測計算を行った。施工にあたっ  

ては，．汁測肺とn酬l在の対比及び相対変位力言‖標管理値  

内である■甚を確認しつつ順次受防護「を施工した。   

本レポートは，iミに次の2点について報告する。第1  

は，受防護l二の進捗にともなう共同溝の変位と受桁反力  

のr測仙と計測植の比較，第2は，l二幸着手前から共同  

溝堤防護∫を経て，味付までの掘削による共同溝のリバ  

ウンドについてである。  

§2．計画概要  

♯中部（支）高岳（出）副所長  

＊＊中部（支）高岳（出）工事係長  

＊＊＊中部（支）高岳（出）所長  
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行するので最適と判断した。   

次に，共同溝に発生する応力の点から検討した。85％  

プレロード導入後受替ピースを挿入してジャッキをはず  

すため，桁のたわみは受替ピース位置では固定される。  

したがって′受持ピース挿入後に受桁反力が変化すれば，  

受持ピース個々の反力は大幅に変化し，5点支持状態  

（85％時）から，P2，4P4がほぼOtf／mになるため3  

点支手、封犬態（鼓人反力105％時）となり，共同溝の許容応  

力を越えることが判明した。したがって受替ピース挿入  

後の桁反力の変化を権力小さくするため，Fig．4に示す  

ように，プレロードを85％と100％の2回で導入すると，  

100％導人後の受替ピース挿入による受桁反力の増加は  

小さく，共同溝応力は許容値以下である事が計算された。  

なお隠1二の簡便をはかるため，ジャッキ5個に等荷重を  

中人できる位置を骨組解析により算出した。   

上記の検討にもとづきFig．4の施工順序を決め，施工  

ステップ毎の共同溝の変位，受桁の反力の予測値を算出  

した。   

また，床付盤掘削完了時のリバウンドの予測値は，  

FEM解析で，地盤の変形係数を仮定することにより，下  

記となった。   

E＝1，000kgf／cm2の場合 45．6mm  

E＝3，000kgf／cm2の場合15．3mm  

ゼ＝135m←17 5m  H－800X300×14×ヱ6  

g＝15 5m、180m  H－900x300×16×28  

r紺1と」て2本をl七7トとし．20mピッチに奴設。  

Fig．2 標準断面図  

2－1共同溝の概要   

共同溝標準部の諸元は，幅9．4m，高さ3．25m，荷重  

37．7tf／mであり，卜または下へ突出部があり荷重が大き  

な特殊潮としては，TBll（91．4tf／m），GB4（66，1  

tf／m），ET8（53．3tf／m）等がある。  

2－2 検討結果の概要   

まず，共同溝荷薫の何％のプレロードが最適であるか  

瓢標準剖廃村象に検討した。Fig．3に示すように，70％で  

は受桁反力は小さいが，受桁反力は大きく桁応力が過大  

となる難点がある。85％では受桁反力が100％近くで進  

施工順序図  
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 ステップ2 受桁①設鼠 プレロード．受替ピース  

プレロード  

ステップ3 掘削  

Pl～P5 ：プレロードジャッキ（受替  6  

ピース）反力  

受桁反カ ニ∑Pf  

共同溝荷重：75．4tf（2．00m当り）  

拡大掘削  

ト4．00一」  
1234 5 6789101112  

施工ステップ   

凡例 x－X  プレロード100％（75．4tf）導入  

プレロード85％（64．1tf）導入  

・－一一  プレロード70％（52．飢f）導入  

0一一ヤ  プレロード85％→100％導入  

区担◎◎ プレロード導入後ピース受替  

ステップ4 受桁（卦設置，プレロード，受替ピース  

プレロード  

ステップ12 受桁⑥設鼠 プレロード，受替ピース  

プレロード  

Ⅱ ⅡⅡ Ⅱ ⅡⅡ  

Fig．3 受桁反力検討図  
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ステップ9 掘削受桁④プレロード100％ピース受替え   

＿3・UUJ  

ステップ2受桁（∋設置プレロード（85％）  ステップユ0 受桁（亘設置プレロード85％  

ヒ5出．㍍  
ステップ3掘削受桁①プレロード100％ピース受替え  

トーキニ軋」  

ステップ4 受桁②設置プレロード85％  ステップ12 受桁⑥設置プレロード85％  

ステップ5 掘削受桁（勤プレロード1DO％ピース受替え  ステップ13 掘削受桁（卦⑥プレロード100％ピース受替え  

ステップ6 受桁（彰設置プレロード85％  

セ。J  l二。オ  
スチップ15 掘削受桁（丑㊦プレロード100％ピース受轄え  ステップ7  掘削  

ステップ邑 一受桁④設置プレロード粥％  

Fig．4 施工順序図  

2－3 受桁支持杭   

支持杭（H－300×300×10×15）はオーガ一による建  

込‾】二法で施1二し，掘削底から5mの根人れ部はモルタル  

を注入して根因めをした（Fig．2）。   

杭支持力は，事前に戟荷試験を行い，設計荷重64tfに対  

し降伏荷束170tfであり2．7の安全率を持つ事を確認し  

た。  

2－4 計測概要   

使用した計測計器の内，主要なものは構造物沈下計で  

178  

あり，取付位置及び計測システムのフロー図をFig．5に  

示す。測定は全Ⅰ二期にわたり原則として1時間毎とし，  

必要に応じて施Ⅰニスチッフ完了時にもプリントアウトし  

た。   

受桁反力は，プレロードジャッキに圧力計を取り付け  

試験施工の期間のみ測定器からプリントアウトした。   
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沈F計配置図   

沈下計仕様二 木盛式，測左抱囲0±20mm，読取精度0・5mm．  

計測管稚システム囲  

Fig．5 沈下計配置図，計測管理システム図  

§3．管理基準  

管理基準設定に当っては，日本建築学全「建築基礎構  

造設計基準．同解説」による構造物に有害な変形を与え  

る相対沈‾Fの変形角1．0×10‾3radに準じて以－Fのよう  

に設定した。   

目標管理値：0．3×10‾3rad（」l二記変形角の％）   

限界管理値：0．5×10‾3rad（上記変形角の％）   

現場への適用は，設置した沈卜計間の距離が異なるた  

め，パソコンにより10m当りに換算した相対沈下値をプ  

リントアウトし管理の簡便を計った。なお目標管理値は  

10m当りに換算すると3．伽mの相対沈卜である。  

検討結果の施工方法とその予測値が，実施⊥の計測値  

と合致するか，また施工方法を改良する点があるか等を  

知るため本施工に先立ち試験施工を行った。  

4－1 施工方法   

まず，Fig．6に示す試験施工区間の①～⑦桁を，Fig．4  

の施工順序により，計測しつつ慎重に施工した。Fig．4の  

ステップ3，5，9，11，13，15ではピース受替を行う  

ことにしているが，試験施工では受桁反力を音H則するた  

め，受替は行わず圧力吉日寸ジャッキをそのまま残置した。  

また85％プレロードは，桁継手，桁受溝形鋼等のなじみ  

を得るため，30％，60％，85％の3段階にて施工した。  

4－2 結果   

受防護工施工の計測値と予測値との対比をFig．7に示  

す。この図から，共同溝の変位はほぼ予測計算値と合致  
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イクルはFig．8にホしたとおり，1セット（桁2本）で20  

時l札 確聞作業で2．5【1であった。   

本施l二初期に，Fig．10の8†JlO日の変位分布曲線に  

小されているように，施1瀾所が沈下し相対変位が【1捺  

管fl仰i3．Ommに近づいた。したがって施工箇所の沈Fを  

制限する必要が生じ このためFig．9に示すように拡大  

抑制時に隣接する既設置桁を地盤から40tf～50tfにて  

ジャッキアップしておいた。この方法により，拡大掘削  

時の共同溝の沈下は，ジャッキアップしない場合の70％  

杵度となった。共同溝荷重の大きい特殊部施工時には，  

拙削時の大きな沈下を防止するのに有効であったと考え  

られる。   

受桁全数量234本を6月10日の試験施工開始以来，11  

JJ251‡に無事目標管理値内で完了した。  

縦断l珂  

●・・・・・一  紅旦竺こ   
増   彗蒜  

20．00  13．00  

－トト ▽覆1路面 責謹  
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§6．リバウンド  

Fig．10の共同溝変位分布図で判るように，受防護工の  

細則車，共同溝のリバウンドが明確に計測された。   

6JJlO「川音点では，上載L砂荷重除荷によるリバウン  

ドが7m頑呈度発生している。   

8JJlO‖時点では，共同溝受防護施工による沈下がS7  

～S12で未着手部分に較ベ6mm程度，小範囲施工のS14  

で3mm程度先生している。受防護未着手部分のリバウン  

ドが6J】10I‡に較ベ2mm程度増大しているのは，リバウ  

ンドが6JJlO【川喜一【たではまだ完了していなかったため  

とそえられる。  

10JJ5‖時点では，受防護未着手のS5～S6及びS15  

がリバウンドのピー クとして残り，床付の掘削が進んだ  

S7～S13では，共同溝下の掘削によるリバウンドが発生  

し，6†jlO【1の着二印寺より共同溝は浮上した状態となっ  

ている。他の部分では，8月～10月間の受防護施工によ  

る沈卜と，受防護彼の味付掘削のリバウンドが測定値に  

含まれており明解ではない。  

12JJ3［川も・烹では，S7－S13の床付掘削が完了し，こ  

れにともなうリバウンドが大きく発生し，共同溝の浮上  

りは20mmを越えている。   

2ノー19川時点では仁床付掘削の進行にともない広範囲  

にリバウンドが発隼している。始・終端は掘削が進んで  

おらず共同溝の動きは小さい。   

また，床版コンクリート（厚1．05m）の打設により1  

tlで0．8mmの沈下を．‡H則した。   

一
 
一
 
 

共
同
溝
変
位
 
 

′受替ステップ12 3 4 5 6 7 8 9101112131415  

一子測計算値  
－‥一実施計測値  

Fig．7 ①桁の受桁反力・共同溝変位図  

していることが判る。受桁反力は約10％程度予測値より  

低く計測された。他の②桁，③桁についても①桁とほと  

んど同じ結果となった。   

この槙因については，予測計算時に仮定した諸定数の  

実際値との差や，圧力計の精度等が考えられ明確ではな  

いが，大きな差とは考えられない。   

プレロード85％では，試験施工により受桁反力が低い  

ことが判明したので，本施工ではプレロードを100％で  

1同導入することにした。ただし試験施工と同様になじ  

みを得るため40％，80％，100％の3段階にて施工した。   

また，試験施＿二r二の間，共同溝の相対変位は目標管理値  

（3．伽m）まで到らず，目視観測による共同溝壁のクラッ  

クも変化がなかった。  

皇5．本施エ   

．試験施‾T二の経験を年カーし本施工を行った。標準施工サ   
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標準施工サイクル表  

8  10  12  14  16  18  20  
備  考   

2  4  6  

拡大掘削  三崇）脚刷上量60m3  

棄ポー均しコン撤去  

桁受取付  桁安食具［－380×100×13×20   

架台移動  

桁挿入組立  2H－800×300 2本継  

ジャッキセット  5連油圧ジャッキ，計器取付含む   

プレロード  40％→80％→100％   

受替ピース  

職㈹虻  

． 

む」且仙丘」ll‾8，5m ．  ▲ 

ノン’  
ltl】                    回［∃B且  ll彪冠㌔  

一桁せ食物  

TY’施l盤  ≡  H一阜〔嶋13    ∈≡≡已コ          ‾：ア 叶1挿入刷欄豆  

Fig．8 標準施工サイクル表  

l 支持杭せ二型u⊥  

17Iく二十一  

：E ：；・ii  

凡例  
一 6月10日 受防議l着千時。（防凛L施「堰よで掘削  

一一一一  8HlOt】肘繭】溝プロツケS7－YS12，S‖の 一郭受叩積●完「。  

－－， 10月5日 共同溝7■ロ′タS．LS．，S7～SH．S18→S】7受防積完「。  

共同溝プロッタS7→S‖のトで味付へ約7m掘軋  

－－－－－】2‖3【1共同溝全ブロック受坊躊完「。  
共同溝ブt7・，クS7、S．‖のF｛味付那Ilrk（。Sヨ～S6．Sl・のトで2rn‾4En欄軋  

K－ゞ  2Fl19Fll組付掘111’左TLl：共r司漢ブロックS7・しS130）両側．Sコ、S6及びS－l－S15で味付槻耶  

進行中。両省部の掘削は進けしていなし㌔  

Fig．10 共同溝変位分布図   

たい。   

解析検討で本社卜木設計部に多大の肋力をいただいた  

■拝を感謝します。  
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Fig．9 沈下防止用ジャッキ図   

§7．まとめ  

共同摘の受防護Ⅰ二及びリバウンドについて，主として  

計測結果の要点を．記したが，今後この結果をフィード  

バックする解析が必‾穿と思われる。また今後の計測によ  

りリバウンドの変化 柑二構築・埋戻しによって現在発  

／巨しているリバウンドがどれだけ戻るかを追跡してゆき  
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